
  

１．平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：有 
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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期  250,379  45.1  9,826  ―  9,454  ―  4,507  ―

22年３月期第１四半期  172,589  △43.7  △6,777  ―  △7,834  ―  △9,286  ―

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期  24  25  24  25

22年３月期第１四半期  △49  84  ―

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期  528,159  194,425  31.0  880  42

22年３月期  546,486  196,545  30.1  883  96

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 163,628百万円 22年３月期 164,281百万円 

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期  ―  5 00  ― 8 00  13  00

23年３月期  ―

23年３月期（予想）  7 00   ― 7 00  14  00

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  490,000  24.2  17,000  ―  16,000  ―  7,000  ―  37  66

通期  950,000  △0.4  27,000  7.4  26,000  8.0  7,000  1.7  37  66



４．その他（詳細は、［添付資料］Ｐ．３「その他」をご覧ください。） 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

新規 ― 社                   除外 ― 社   

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きを実施しております。  

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づ

き作成したものであり、今後の経済情勢、事業運営や為替変動等内外の状況変化により、実際の業績は記載の予想数

値と異なる可能性があります。業績予想に関する事項については、[添付資料]Ｐ．２「１．当四半期の連結業績等に

関する定性的情報 （３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。     

   

  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 187,665,738株 22年３月期 187,665,738株

②  期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 1,813,356株 22年３月期 1,818,356株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 185,851,613株 22年３月期１Ｑ 186,321,165株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期の連結業績につきましては、売上高は、増産の影響などにより、前年同四半期連結累計期間に比べ

777億円（45.1％）増加の2,503億円となりました。 

 経常利益（損失）につきましては、製品価格変動の影響など減益要因はありましたが、増産増収の影響、合理化

などにより、前年同四半期連結累計期間に比べ172億円（前年同四半期連結累計期間は78億円の経常損失）増加の

94億円の経常利益となりました。 

 また、四半期純利益（純損失）につきましても、前年同四半期連結累計期間に比べ137億円（前年同四半期連結

累計期間は92億円の四半期純損失）増加の45億円の四半期純利益となりました。 

  

所在地別セグメントの業績は、次のとおりであります。 

①日本 

 当地域におきましては、政府の環境対応車への優遇施策による増産効果などにより、売上高は、1,334億円とな

りました。営業利益（損失）につきましては、増産効果や、前連結会計年度より取り組んでおります収益構造改革

活動の成果などにより、21億円の営業利益となりました。 

  

②北中南米 

 当地域におきましては、前連結会計年度に立上げたアメリカのハイランダー、シエナ、メキシコのキャデラック

ＳＲＸの新車立上げによる増産効果などにより、売上高は、469億円となりました。営業利益（損失）につきまし

ては、収益構造改革活動の成果は出つつあるものの、前連結会計年度から継続している生産不能率が解消しきれて

いない影響などにより、18億円の営業損失となりました。  

  

③アジア・オセアニア 

 当地域におきましては、前連結会計年度に立上げた中国・天津のＲＡＶ４や広州のハイランダーの新車立上げに

よる増産効果などにより、売上高は、648億円となりました。営業利益（損失）につきましては、増産効果や収益

構造改革の成果などにより、92億円の営業利益となりました。  

  

④欧州・アフリカ 

 当地域におきましては、南アフリカのＩＭＶの増産効果などにより、売上高は、51億円となりました。営業利益

（損失）につきましては、トヨタ紡織ソマン株式会社及びＴＢＡＩポーランド有限責任会社の生産準備費用の影響

などにより、4億円の営業損失となりました。 

  

 （２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第１四半期末の総資産は、手元流動性の増加などはありましたが、売上債権の減少などにより、前連結会計年

度末に比べ183億円減少の5,281億円となりました。 

 一方、負債は、前連結会計年度末に比べ162億円減少し、3,337億円となりました。主な要因は、買入債務の減少

などによるものです。 

 純資産は、前連結会計年度末に比べ21億円減少し、1,944億円となりました。主な要因は、円高の進展に伴う為

替換算調整勘定の減少などによるものです。  

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 当第１四半期のわが国経済は、立ち直りの兆しが見え出したものの、欧州の信用不安、急激な円高及び株安の進

行も相まって、先行き不透明感が消えず、景気の二番底の懸念も残っております。 

 自動車業界におきましては、エコカー補助金制度の適用期間終了による需要の減少、中国市場の伸び率鈍化、為

替の動向等、予断を許さない状況が続くものと思われます。 

 このような中で当社グループは、私たちがめざす企業像として「明日の社会を見据え、世界中のお客様へ感動を

織りなす移動空間の未来を創造する」を、新たなビジョンといたしました。また年度グローバル方針として、「お

客様第一に徹した画期的品質向上活動の強化、推進」、「徹底した良品廉価活動による競争力の強化」、「CO2削

減に向けた技術開発の取組み強化」、「環境変化に対応した事業体質強化・事業構造改革の断行」、「一人ひとり

の改善意欲とチームワークにより築かれる真のグローバルカンパニーづくりの推進」の５項目を設定し、「収益構

造改革」の推進により、スリムで筋肉質な、かつ、強靭な体質づくり及び新興国への対応に取組み、新たな成長を

目指してまいります。 

 業績予想につきましては、当第２四半期連結累計期間の予想を、為替レート１US＄＝90円の想定のもと、売上高

4,900億円、営業利益170億円、経常利益160億円、当期純利益70億円、また、通期の予想を、為替レート１US＄＝

90円の想定のもと、売上高9,500億円、営業利益270億円、経常利益260億円、当期純利益70億円と見込んでおり、

平成22年４月28日の公表値から変更しております。 

 なお、上記の業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、今後の経済情勢、事業運営や

為替変動等内外の状況変化により、実際の業績は記載の予想数値と異なる可能性があります。  
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（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

  簡便な会計処理 

  ① 棚卸資産の評価方法 

 当第１四半期連結会計期間末における棚卸高の算出については、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末に係

る実地棚卸高を基礎として、合理的な方法により算定しております。 

  また、棚卸資産の簿価切下げについては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積

り、簿価切下げを行っております。 

  ② 固定資産の減価償却費の算定方法 

 減価償却の方法として定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按

分して算定しております。 

  ③ 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 法人税等の納付税額の算定については、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法に

よっております。 

  繰延税金資産の回収可能性の判断については、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発

生状況に著しい変化がないと認められる場合に、前連結会計年度決算において使用した将来の業績予測やタッ

クス・プランニングを利用して判断しております。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

  １．会計処理の原則・手続の変更  

 ① 資産除去債務に関する会計基準の適用 

 当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月

31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31

日）を適用しております。 

  これにより、営業利益は０百万円、経常利益は３百万円、税金等調整前四半期純利益は257百万円減少してお

ります。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は345百万円であります。 

 ② 「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

 当第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10日公

表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成20年３月10

日）を適用しております。 

 なお、これによる経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。  

 ２．表示方法の変更  

  （四半期連結損益計算書） 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の

適用により、当第１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しておりま

す。 

    

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

  該当事項はありません。  

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表等 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 80,437 68,999

受取手形及び売掛金 124,743 149,520

有価証券 45,121 47,404

商品及び製品 4,187 3,989

仕掛品 5,181 4,047

原材料及び貯蔵品 13,957 14,930

その他 30,205 31,535

貸倒引当金 △620 △805

流動資産合計 303,213 319,622

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 76,889 70,827

機械装置及び運搬具（純額） 75,198 80,104

その他（純額） 40,829 43,123

有形固定資産合計 192,916 194,055

無形固定資産   

のれん 3,111 3,391

その他 657 704

無形固定資産合計 3,769 4,096

投資その他の資産   

投資有価証券 6,985 7,236

その他 21,449 21,649

貸倒引当金 △174 △174

投資その他の資産合計 28,260 28,711

固定資産合計 224,946 226,864

資産合計 528,159 546,486
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 132,809 152,802

短期借入金 13,825 13,347

1年内返済予定の長期借入金 － 0

未払法人税等 4,367 5,260

製品保証引当金 1,549 1,507

役員賞与引当金 104 218

資産除去債務 29 －

その他 48,550 44,541

流動負債合計 201,235 217,677

固定負債   

長期借入金 105,829 105,897

退職給付引当金 22,192 22,303

役員退職慰労引当金 753 917

資産除去債務 316 －

その他 3,406 3,145

固定負債合計 132,498 132,263

負債合計 333,734 349,941

純資産の部   

株主資本   

資本金 8,400 8,400

資本剰余金 9,098 9,106

利益剰余金 170,700 167,679

自己株式 △3,915 △3,926

株主資本合計 184,283 181,260

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 631 816

為替換算調整勘定 △21,285 △17,795

評価・換算差額等合計 △20,654 △16,978

新株予約権 710 625

少数株主持分 30,085 31,637

純資産合計 194,425 196,545

負債純資産合計 528,159 546,486
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 172,589 250,379

売上原価 166,758 227,970

売上総利益 5,830 22,408

販売費及び一般管理費   

給料及び賞与 5,688 4,486

その他 6,919 8,096

販売費及び一般管理費合計 12,608 12,582

営業利益又は営業損失（△） △6,777 9,826

営業外収益   

受取利息 221 248

持分法による投資利益 － 577

その他 975 2,349

営業外収益合計 1,197 3,175

営業外費用   

支払利息 379 438

為替差損 832 1,955

その他 1,042 1,153

営業外費用合計 2,254 3,547

経常利益又は経常損失（△） △7,834 9,454

特別損失   

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 254

特別損失合計 － 254

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△7,834 9,199

法人税、住民税及び事業税 1,254 4,339

法人税等調整額 △149 △2,146

法人税等合計 1,104 2,192

少数株主損益調整前四半期純利益 － 7,007

少数株主利益 346 2,500

四半期純利益又は四半期純損失（△） △9,286 4,507
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 該当事項はありません。 

  

  

【事業の種類別セグメント】  

前第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日)  

 当社グループは、自動車部品の製造、販売を主な事業としております。全セグメントの売上高の合計金額及び

営業利益又は営業損失の合計金額に占める自動車部品の割合がいずれも90％を超えているため、事業の種類別セ

グメント情報の記載を省略しております。 

  

【所在地別セグメント】  

前第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日) 

 （注）１ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 日本以外の区分に属する主な国又は地域 

北中南米…アメリカ、カナダ、メキシコ、アルゼンチン 

ア ジ ア…中国、タイ、ベトナム、フィリピン、インドネシア、インド 

そ の 他…オーストラリア、ベルギー、トルコ、南アフリカ 

  

【海外売上高】  

前第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日) 

 （注）１ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 日本以外の区分に属する主な国又は地域 

北中南米…アメリカ、カナダ、メキシコ、アルゼンチン 

ア ジ ア…中国、タイ 

そ の 他…オーストラリア、ベルギー、トルコ、南アフリカ 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の日本以外の国又は地域における売上高であります。 

  

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報

区分 
日本 

(百万円) 
北中南米 
(百万円) 

アジア 
(百万円) 

その他 
(百万円) 

計 
(百万円) 

消去又は 
全社 

(百万円) 

連結 
(百万円) 

売上高                                          

(1) 外部顧客に対する売上高  104,502  29,336  31,610  7,139  172,589  ―  172,589

(2) セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 5,598  145  1,237  41  7,022  △7,022  ―

計  110,100  29,481  32,848  7,180  179,611  △7,022  172,589

営業利益又は営業損失（△）  △5,287  △5,024  3,295  △764  △7,781  1,003  △6,777

区分 北中南米 アジア その他 計 

Ⅰ 海外売上高（百万円）  29,888  31,057  7,525  68,471

Ⅱ 連結売上高（百万円）  ―  ―  ―  172,589

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割合（％）  17.3  18.0  4.4  39.7
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【セグメント情報】 

１．報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資

源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社は、主に自動車部品等を生産・販売しており、各地域において現地法人が包括的な戦略を立案し、事業活

動を展開しております。 

 なお、当社は「日本」、「北中南米」、「アジア・オセアニア」及び「欧州・アフリカ」の４つを報告セグメ

ントとしております。  

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日) 

                                           (単位：百万円)

 （注）１ セグメント利益の調整額724百万円は、主にセグメント間取引消去であります。 

    ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

     

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

 （固定資産に係る重要な減損損失） 

   該当事項はありません。 

  

 （のれんの金額の重要な変動） 

   該当事項はありません。  

  

 （重要な負ののれん発生益） 

   該当事項はありません。  

  

（追加情報） 

 当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年

３月21日）を適用しております。  

  

 該当事項はありません。  

  

  

  

報告セグメント  

調整額 
（注）１ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注）２日本 北中南米

アジア・ 
オセアニア

欧州・ 
アフリカ

計 

売上高                                          

(1) 外部顧客への売上高  133,440  46,961  64,820  5,157  250,379  ―  250,379

(2) セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 9,738  563  1,832  86  12,220  △12,220  ―

計  143,178  47,524  66,652  5,243  262,600  △12,220  250,379

セグメント利益又は損失（△）  2,144  △1,863  9,269  △448  9,102  724  9,826

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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